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平成２１年４月にとりまとめられた「経済危機対策」に基づく国土交通省関係の補正予算に

 

ついては、底力発揮・２１世紀型インフラ整備、地域活性化等、安全・安心などを推進するため、所

 

要の一般公共事業費等予算が計上されたところです。

一般公共事業費等予算の配分にあたっては、追加の趣旨を十分踏まえ、地域経済の動向や地

 

方公共団体の要望等に則しつつ必要な事業費に重点的かつ効率的な配分を行うこととしています。

三陸国道事務所関係の補正予算については、一般公共事業費等として約４８億円が

 

計上されております。

２．主要事業の概要
●主 要 事 業 一 覧

１．平成２１年度補正予算の概要

(単位：百万円)

平成21年度補正予算

一般公共事業費等

(平成21年度歳出分)

道 路 事 業 16,073 4,793

合　　　計 16,073 4,793

区　　分
平成21年度
当 初 予 算

－１－

平成21年度補正予算事業費構成
( 三 陸 国 道 事 務 所 )

－ 335 法面補修道　路 直　轄
防災対策
　（岩手県九戸郡野田村他）

－

－ 120 トンネル補修

道　路 直　轄
一般国道45号 崎山バス停車帯整備
　（岩手県宮古市）

－ － 18 バス停車帯整備

道　路 直　轄
一般国道45号 鳥谷坂トンネル
　（岩手県釜石市）

－

－ 500 橋梁塗装

道　路 直　轄
一般国道45号 大平橋　他２橋
　（岩手県釜石市他）

－ － 200 橋梁補修

道　路 直　轄
一般国道45号 思惟大橋　他３橋
　（岩手県下閉伊郡田野畑村他）

－

590

補正事業費
(百万円)

補正事業内容

改良工事推進

360 改良工事推進

改良工事推進

道　路

事 業 区 分 事　　　　業　　　　名
事業着手

年度

直　轄
三陸縦貫自動車道 一般国道45号 尾肝要道路
　（岩手県下閉伊郡田野畑村～下閉伊郡田野畑村）

平成１８年度

平成１９年度

道　路 直　轄

完成･供用
目標年度

－

道　路 直　轄
三陸縦貫自動車道 一般国道45号 高田道路
　（岩手県陸前高田市～岩手県大船渡市）

平成６年度 －

道　路 直　轄
三陸縦貫自動車道 一般国道45号 吉浜道路
　（岩手県大船渡市～岩手県大船渡市）

－ 270 改良工事推進

道　路 直　轄
三陸縦貫自動車道 一般国道45号 釜石山田道路
　（岩手県釜石市～下閉伊郡山田町）

平成５年度
平成22年度
(部分暫定)

680 改良工事推進

三陸縦貫自動車道 一般国道45号 中野バイパス
　（岩手県下閉伊郡岩泉町～下閉伊郡田野畑村）

昭和６１年度 平成22年度 720

道　路 直　轄
一般国道45号 槇木沢橋
　（岩手県下閉伊郡田野畑村）

－ － 400 耐震補強工事

道　路 直　轄
一般国道45号 釜石高架橋
　（岩手県釜石市）

－ － 600 耐震補強工事



三陸国道事務所管内図

L=約30km(岩手県内分)
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耐震補強

釜石高架橋

 

耐震補強

思惟大橋

 

橋梁塗装

野田地区

 

防災対策

大平橋

 

橋梁補修

鳥谷坂トンネル

 

設備更新

崎山地区バス停車帯整備

計画区間

事業中

国道４５号

補助国道

凡　　例
高規格幹線道路 地域高規格道路

自動車専用道路

※赤文字は今回の補正による事業執行箇所

黒文字は既供用箇所



１．道路関係事業

 

補正予算の概要

①高田道路の工事を推進します。

③釜石山田道路の改良工事を推進します。
か ま い し や ま だ

下閉伊郡岩泉町大字小本～同郡田野畑村南大芦延長４．７ｋｍ区間の岩泉トンネル

 

(L=1,986m)において舗装・トンネル設備工事を推進します。（７．２億円）

いわいずみちょう

⑤尾肝要道路の改良工事に着手します。
お かん よう

た か た

②吉浜道路の改良工事・橋梁下部工工事に着手します。
よ し は ま

－3－

陸前高田IC～通岡IC間延長４．１ｋｍ区間の高田･米崎地区において、改良工事を

 

推進します。（３．６億円）

た か た よ ね さ き

大船渡市三陸町越喜来～同市同町吉浜延長３．６ｋｍ区間の吉浜地区において改

 

良工事：橋梁下部工工事の一部に着手します。（２．７億円）

よ し は ま

下閉伊郡田野畑村田野畑～同郡田野畑村尾肝要延長４．５ｋｍ区間の姫松地区にお

 

いて改良工事に着手します。（５．９億円）

ひめまつ

釜石市新町～釜石市両石町延長４．１ｋｍ区間における改良工事、橋梁下部工工事

 

の一部に着手します。（６．８億円）

④中野バイパスの舗装工事等を推進します。
な か の

し ん ま ち り ょ う い し ち ょ う

（Ｐ

 

５参照）

さ ん り く ち ょ う お き ら い よ し は ま

しもへいぐん おもと たのはたむら みなみおおあし

たのはたむら たのはた たのはたむら おかんよう



－４－

⑩バス停車帯を設置します。

交通安全対策として、宮古市崎山地区においてバス停車帯の整備を行います。

 

（０．１８億円）

（Ｐ

 

６参照）

⑧橋梁補修工事を推進します。

老朽化した橋梁の保全対策として、一般国道45号の思惟大橋等において塗装等の保

 

全対策を推進します。（７．０億円）

⑦橋梁の耐震補強工事を推進します。
今後予想される三陸沖地震等に備え、橋梁震災対策として、一般国道45号の釜石高

 

架橋等において、橋脚耐震補強および落橋防止対策を推進します。（１０．０億円）

⑨トンネル設備更新を実施します。

老朽化したトンネル設備の保全対策として、一般国道45号の鳥谷坂トンネルにおいて

 

消火栓及び火災検知機の設備更新を実施します。（１．２億円）

⑥防災工事を推進します。
風化した法面の落石対策として、一般国道45号の野田地区等において法面補修等の

 

防災対策を推進します。（３．３５億円）

の だ

しいのおおはし

とやざか

みやこし さきやま



中野バイパスは、宮古市と久慈市を結ぶ延長約90kmの｢三陸北縦貫道路｣の一部

 

であり､下閉伊郡岩泉町小本から下閉伊郡田野畑村大芦を結ぶ6.2kmの

 

自動車専

 

用道路です。

交通の難所である小本峠の隘路解消はもとより、宮古地方生活圏と久慈二次生

 

活圏の地域間交流の拡大・地域経済の発展に大きく寄与するものと期待されます。

今回の補正予算の充当により、次年度に予定していた岩泉トンネル等の舗装・

 

トンネル設備工事を推進し、平成２２年度の開通を目指します。

事 業 名

事 業 概 要

な か の

いわいずみちょうおもと

－５－

中野バイパス

位 置 図

一般国道４５号

 

中野バイパス

▲起点部（岩泉町大字小本）から久慈側を望む

▲交通の難所

 

小本峠 ▲並行する国道４５号最急縦断勾配10%

▲終点部（田野畑村南大芦）から宮古側を望む

し も へ い し も へ い たのはたむらおおあし
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岩泉トンネル
L=1,986m

L=345m平成２２年度供用予定L=4,700m

【補正事業費：７２０百万円】

至:久慈

至:宮古
真木沢ＩＣ(仮)

先行整備区間(L=1,500m)
H18.2.11供用

国道45号

至:久慈

至:宮古
真木沢ＩＣ(仮)

先行整備区間(L=1,500m)
H18.2.11供用

国道45号

至:久慈

岩泉長内トンネル
L=301m

国道455号

至:国道45号

岩泉小本ＩＣ(仮)

国道45号

至:久慈

岩泉長内トンネル
L=301m

国道455号

至:国道45号

岩泉小本ＩＣ(仮)

国道45号

おもととうげ



今後予想される宮城県沖地震や三陸沖北部地震等に備え､管内における

 

橋梁耐震補強対策の一環として、一般国道45号の釜石高架橋等において、

 

橋脚耐震補強および落橋防止対策を推進し防災機能の強化を図ります。

事

 

業

 

名

 

釜石高架橋等橋梁耐震補強

事 業 概 要

位 置 図

釜石高架橋

施工事例

（樫内橋：ＰＣケーブルタイプ落橋防止装置）

施工前

施工後

－６－

【補正事業費：１，０００百万円】

▲釜石高架橋

 

L=681m (S63完成) ▲釜石から宮古方面を望む

今後３０年以内に大規模地震が発生する確率(文科省地震調査研究推進本部)

施工前

施工後

施工事例

（田老橋：橋脚巻立）
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